
  

 

 

 

 

 

2024 年 8 月 9 日 

各      位 
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（コード：６６３３ 東証スタンダード市場） 
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第 2四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

  2024 年 2 月 14 日に公表いたしました 2024 年 12 月期第 2 四半期（中間期）の連結業績予想値と本日公表の実

績値に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1.  2024 年 12 月期第 2 四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異 

（2024 年 1 月 1 日～2024年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） １,９４０ １０６ １２６ ６３ ６.６５円 

今回実績（B） １,８３０ ５４ ８６ ３９ ４.１５円 

増減額（B-A） △１１０ △５１ △３９ △２３  

増減率（％） △５.７ △４８.７ △３１.７ △３７.７  
（ご参考）前期第 2 四半期実績 

（2023 年 12 月期中間期） ２,０６７ １７７ ２２６ １３５ １４.２５円 

 

2.  第 2 四半期（中間期）連結業績予想数値と実績値との差異の理由 

国内および日系の自動車関連業界においては、当中間連結会計期間も EV シフトの方向性が依然として不

透明な状況が継続しました。このため、当社グループの CAD/CAM システム等事業では、CAD/CAM システムの

主な利用先である自動車向け金型・部品製造業での金型および部品生産が引き続き低調に推移し、設備投

資を抑制したことから、国内海外ともに製品販売が伸び悩みました。 

また金型製造事業では、2023 年下期の EV 車の新機種の開発・生産の延期が影響し、当中間連結会計期間

での売上に繋がる受注が乏しい状態が継続したため、前年同期との比較では売上高が 5 割以上減少するな

ど、厳しい状況が継続しました。 

これらの結果、当中間連結会計期間の売上高は 1 億 10 百万円、営業利益は 51 百万円、経常利益は 39 百

万円、親会社株主に帰属する中間純利益は 23 百万円、それぞれ当初予想を下回る結果となりました。 

 

以  上 


